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Lipoarabinomannan (LAM) on the mycobacterial cell surface are serves as both pathogen-

associated molecular pattern (PAMP) to stimulate innate immunity. Recent reports involving 
biological evaluation of LAM suggested that their terminal mannan cap composed of 
α(1,2)oligomannosides would promote bactericidal evasion of Mycobacterium tuberculosis. In 
this report, we report the synthesis of α(1,2)oligomannosides as a mannan cap mimetics and 
their effect on bactericidal evasion.  
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結核菌表面に存在するリポマンナンは、結核菌の持続感染に重要な役割を有する。

その際、マンナンコアと呼ばれるα(1,6)オリゴマンノシド上に存在する α(1,2)分

岐マンノシドが、免疫細胞による貪食に、そして、マンナンキャップと呼ばれる末端

に存在するα(1,2)オリゴマンノシドが、貪食後の食胞成熟に殺菌回避に重要な役割

を有することが知られている。我々は、これまで、化学合成によって構造の明らかな

マンナンコア模倣体の貪食に対する影響を精査することにより、分岐α(1,6)マンノ

シドを４つ持つ、α(1,6)オリゴマンノシドが、ヒトの好中球において貪食作用を促

進できることを明らかにした。本研究では、マンナンキャップに着目し、マンナンキ

ャップ模倣糖鎖による貪食および食胞成熟阻害について検討した。本研究では、糖鎖

の合成と合成糖鎖付与による食胞成熟阻害について報告する。 
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